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地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

Enjoy Study プロジェクト C 

～ かるたを使って覚えよう 数に親しみｍａｔｈ ～ 

【メンバー】 [学   生] 吉田 貴哉/鈴木 優希/和野 一稀/船木 俊輔/今田 菜月 

鈴木 未来/西岡 玲奈/公平 真緒  

[担当教員] 石井 洋 

【背景】 

前期：北海道の学力調査において課題が見られる国語の学力の基礎となる「ひらがな」の習得を図る。 

カルタを用いて楽しく活動することで学習意欲を高める。 

後期：同調査において課題が見られる算数の学力の基礎となる「足し算と引き算」の習得を図る。 

様々なゲームを通した活動をすることで、学習意欲を高める。 

【目的】 

前期：児童がひらがなに親しみを持ち、知っている単語が増える。 

後期：児童が楽しく数字に触れ、計算力の定着を図る。 

【概要】 

１年間に渡り、上記の背景をもとにした目的を掲げ、「楽しみながら学ぶ」ということに重点を置いて活動を

行った。 

前期では、学びの手段である「ひらがな」に焦点を当て、「かるた」活動を行った。児童の活動への意欲を高

めるために、オリジナルの札をつくる活動から始めた。「かるた」活動は盛り上がり、札を使った「言葉づくり」も

積極的に活動する様子が見られた。新型コロナウイルス感染症の影響で活動が制限されたためできなかった

が、習得したひらがなからもっと多くの言語活動を行うことができればよかった。 

後期では、「計算」について焦点を当ててゲーム感覚でできる様々な活動を行った。３回目までそれぞれ別

の活動を行い、４回目の活動では、３回目までのゲームを各ブースに分け、スタンプラリー形式で振り返りの

活動を行った。３回目までの活動では、グループ活動が多く、児童によっては集中力が低下し、活動が成り立

たない様子が見られた。しかし、４回目の活動では個人で行うことによって意欲的に参加する姿勢が見られ

た。それまで、算数に対して苦手意識を持っていた児童も、自分なりに一生懸命に問題に向き合い積極的に

活動ができていた。 

（プロセスと成果） 

〈前期活動〉 

①地プロの全体説明会：地プロについて児童に知ってもらう。ジェスチャーゲームで学生と児童の交流を図る。 

②札づくり：カルタをつくるための札を用意して、既習のひらがなの復習と、まだ習っていないひらがなの予習

を行う。内容…絵札には書かれているひらがなを使った絵をかき、読み札には絵札に描いた単語を書く。 

③カルタ：ひらがなの音と形を結び付ける活動としてカルタで遊ぶ。内容…２回目に作成した札を使ってカルタ

をする。「あ～わ行」と、児童の学びを深めるために大学生側が用意した濁音や半濁音の札を使う。 

○札づくりの際に学んだ単語についてカルタを行った時に発言していた。児童の語彙の量が増えた。 

 

〈後期活動〉 

①６ならべ、豚のしっぽ：数を使った活動を通して今後の活動の下地をつくる。内容…６ならべは１～３０まで書

かれたカードを使い、７ならべと同じ要領でゲームをする。豚のしっぽは、おかれている数より大きな数が出

たらとる、小さな数が出たらとる等グループごとにルールを決める。 

②１０をつくろう：１０までの簡単な足し算引き算に慣れる。内容…数字のかかれたカードを配り、出されたお題

（例：二人で足して１０をつくる、二人で引いて５をつくる）に対して児童同士でペアをつくる。   

③１０までチャチャチャ、魔方陣：足し算引き算や繰り上がりの計算に慣れる。 

④クリスmath算数スペシャル：活動の復習を通して、楽しみながら計算することができる。 

○前期の反省を踏まえ、後期では活動に直接かかわる学生の他に、全体を見回る役割をつくった。前期

は児童の落ち着きがなく話を聞けない場面もあったが、比較的静かに聞けるようになった。最初は繰

り上がりのある計算ができない子が多かったが、できる子が増えた。計算が早かった子どもが３つ以

上の数の計算もできるようになっていた。 
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【総括と反省・今後の課題】 

１．前期終了時の課題 

●濁音や半濁音に慣れておらず、言葉作りは難しい様子だった。 

●小さい文字（ゃ、ゅ、ょ）を含む言葉を読めていなかった子がいた。 

２．後期終了時の課題 

●指を使って計算している子がいた。    

●２０以上の数の繰り上がりの計算に苦戦していた。 

●集中力が続かず、計算用紙にお絵描きをしていた。   

●子どもたちの計算能力に差が見られた。 

前期の活動と比較して、活動に参加できない児童や騒いでしまう児童に対して個別に支援することができ

た。児童も積極的に活動に参加してくれるようになり、活動中に児童同士で教え合う場面もみられた。一方で、

積極的に活動に参加するものの集中力が長く続かず、途中で遊び始めたり友達にちょっかいをかけたりする

場面があり課題として残った。  

活動を通して、目的である「ひらがなの習得」と「足し算と引き算の習得」を達成することができた。しかし、前

期であれば小さい文字や濁音半濁音、後期の場合は２０以上の繰り上がりの計算といった少しレベルが高い

内容で苦戦していたので、これらも達成できるような活動を用意しておくべきであった。また、ただ計算をしたり

ひらがなを書いたりするだけでなく、ゲームや簡単な遊びを織り交ぜて行うことによってプロジェクトをさらに効

果的なものにすることができたと考える。今回の活動では新型コロナウイルス感染症の影響で活動回数が削

られてしまったが、発達の最近接領域の考えを取り入れ、本来目的としているレベルよりももう一段階上のレ

ベルの活動を組み込むことで児童の国語や算数に対する意欲が引き出せたのではないかと考える。また、今

回は前期と後期でそれぞれ一教科ずつ行ったが、１年間を通して同じ教科を継続していった場合、どの様な

成長が見られるのか、前期から教科横断的な活動をしていった場合、それぞれの教科のみで活動を行ったと

きも楽しさを感じることができるのか等の疑問が残った。来年度以降も活動は続くので、今後同じようなねらい

で活動するときは、ぜひともこれらの課題を意識してほしい。 

【地域からの評価】 

地域プロジェクトのスライド発表では、前期の活動

に対して「カルタ札を用いた語彙の定着を図るという

点で、遊びと学習を結び付ける良い案であり、このよ

うな取り組みが盛んになれば、児童への学習のハー

ドルを下げられるのではないか」という好意的なコメン

トをいただいた。 

後期の活動に対しては、「遊びながら文字や計算

の定着を目指し、成果がしっかりと上がっているとこ

ろや学力調査の課題という現状の問題を解決するた

めの活動になっていて、すぐに子どもたちにメリットが

あるところも良いと思った」等の意見があった。前期・

後期合わせて、最初に立てた活動目標を達成するこ

とができたと考える。 

ポスター発表では、「活動内容とその成果を端的に

説明しており、聞きやすかった」という意見があり、短

い発表時間の中で要点を押さえて伝えることができ

た。一方で、「ポスターの字が背景の写真と重なって

おり、少し読みづらかった」という意見もあり、レイアウ

ト方法に少し問題があった。 

【その他】 

年間スケジュール 

前

期 

 ６月３０日 第１回「地プロの全体説明会」 

 ７月 ７日 第２回「札づくり」 

 ７月１４日 第３回「カルタ」 

後

期 

１１月１０日 第１回「６ならべ」「豚のしっぽ」 

１１月２４日 第２回「１０をつくろう」 

１２月 ８日 第３回「１０までいくつ」「魔方陣」 

１２月２２日 第４回「クリスmath算数スペシャル」 
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【後期４回目の活動の様子】 【算数ピラミッドを記入している様子】 


